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生涯教育文献目録(1997.1～1997.12）
日本生涯教育学会

- 凡 例

(1)学会員を対象に1998年５月から７月にかけて行った生涯教育文献調査
の回答をもとに，1997年に発行された文献を収録した。
(2)領域別の整理は執筆者自身による回答を尊重し，複数回答のものは，
一番最初にあげられた領域のみを採用した。
(3)領域は次のとおりである。
１ 生 涯 教 育 一 般 ７ 生 涯 教 育 と 学 校 教 育
１ - ａ 生 涯 教 育 の 理 念 （ 学 校 改 革 ・ 学 校 開 放 も 含 む ）
１ - ｂ 生 涯 教 育 の 歴 史 ８ 生 涯 教 育 と 地 域 社 会
１-ｃ生涯教育の内容 ９生涯教育と企業内教育
１-．生涯教育の方法 １０生涯教育と放送・通信教育

１１生涯教育と関連教育施設１-ｅ自己（管理的）学習論
（生涯教育センター・社会教育１-ｆライフ・サイクル論 センター・公民館・文化セン１-９学習社会論 夕一など諸施設論を含む）１-ｈその他 １２学習情報・相談

２生涯教育と青少年教育 １３人材活用
３生涯教育と成人教育 １４生涯教育と行政施策

（婦人教育も含む） （答申・報告書等も含む）
４生涯教育と高齢者教育１５生涯教育の推進事例
５生涯教育と社会体育･スポーツ１６諸外国の生涯教育
６ 生 涯 教 育 と 家 庭 教 育 １ ７ そ の 他

(4)文献は各領域ごとにＩ～Ⅵに類別した。さらに執筆者（著書，翻訳者，
編者）を50音順とした。
(5)記載事項は次のとおりである。
〈単行本〉①編著者名②書名③発行所名
く雑誌・報告書等の論文・記事〉①執筆者名②標題③所収誌名④巻・号

⑤発行所名⑥所収頁
(6)頁数の表記は次のとおりとした。
３～５頁→３-５頁
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１生涯教育一般

I . 著 書

･大串兎紀夫，『生涯学習概説～「学び」の諸相～』，学文社。
･岡本包治，『生涯学習活動の支援』，全日本社会教育連合会，
･瀬沼克彰，『生涯学習の新しい支援方策』，教育開発研究所，

。
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Ⅳ、雑誌論文

･伊藤俊夫，「生涯学習を考える」，『視聴覚教育』７月号，日本視聴覚教育
協会，４-７頁。

､伊藤俊夫，「豊かな人世を築く生涯学習」，『埼玉教育』Nq589,埼玉県立南
教育センター，４-７頁。

､佐藤晴雄，「社会教育主事の現状と問題一首都圏の場合一」，『日本社会教
育学会紀要』第３３号，日本社会教育学会，１８-１９頁。

､佐藤晴雄，「役割イメージからみた社会教育主事のタイプ特性に関する実
証的研究｣，『帝京大学文学部（教育学）紀要』第２２号，帝京大学教育
学科，143-162頁。

､瀬沼克彰，「連載生涯学習空間Q&A｣,『季刊生涯学習空間』NQ4～8,ホ
イックス，６頁。

、山本恒夫，「生涯学習と学社融合｣，『千葉教育』Nq467,千葉県総合教育セ
ンター，４-８頁。

・山本恒夫，「生涯学習学と生涯学習支援｣，『日本生涯教育学会年報』第１８
号，日本生涯教育学会, i - v頁。

･松元朋子，「学習機会の構造的研究｣，『安田女子大学大学院文学研究科紀
要』第２集，安田女子大学大学院文学研究科，55-72頁。

V . 編纂書論文

･伊藤俊夫，「生涯学習社会の構築の意義と生涯学習・社会教育の系譜」，
『生涯学習概論』，国立社会教育研修所，３-８頁。

･伊藤俊夫，「生涯学習と学習機会の拡充｣，『学校開放講座の拡充発展』青
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森県教育委員会，５-１０頁。
･古崎和代・野田豊子，「女性の生活意識と生涯学習（第二報)」，『静修短期
大学研究紀要』Vol.28,静修短期大学,73-86頁。

･山本恒夫，「生涯学習学の研究対象についての検討｣，安田女子大学編『安
田女子大学大学院博士課程開設記念論文集』，安田女子大学，125-135
頁。

１ - ａ 生 涯 教 育 の 理 念

Ⅳ、雑誌論文

・白石克己，「共択の生涯学習一社会人大学院の課題」，『社会教育』第５２巻
６月号(612号)，全日本社会教育連合会，１２-１４頁。

･出相泰裕，「リカレント教育再考一理念の変容と政策化への制約一｣，『フィ
ロソフイア』第84号，早稲田大学哲学会，21-34頁。

Ｖ・編纂書論文

･伊藤俊夫，「教育の原理と社会教育の意義・特質」，『生涯学習概論』，国
立社会教育研修所，37-42頁。

･岡本包治，「生涯学習と社会教育｣，福留強編『改訂社会教育委員必携』，
全日本社会教育連合会，９-１３頁。

l - ｂ 生 涯 教 育 の 歴 史

Ｖ・編纂書論文

。田中雅文，「我が国の社会教育史｣，「社会教育主事のための生涯学習概論』，
国立教育会館社会教育研修所，50-55頁。

･前田寿紀・長谷川匡俊・金子光一，「千葉県における方面委員活動の研究
(1)」，『淑徳大学社会学部研究紀要』第３１号，淑徳大学，35-54頁。

･前田寿紀，「『日本報徳運動雑誌集成』解題｣，『日本報徳運動雑誌集成」
別巻，緑蔭書房，１-４４頁。
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l - ｃ 生 涯 教 育 の 内 容

Ⅳ、雑誌論文

･大串兎紀夫，「生涯学習と識学（リテラシー）」，天理大学『生涯教育研究』
第１号，天理大学人間学部生涯教育専攻研究室，２３-２８頁。

V .編纂書論文

･浅井経子，「社会教育の内容・方法・形態｣，『社会教育主事のための生涯
学習概論』，国立教育会館社会教育研修所，114-121頁。

１ - ． 生 涯 教 育の方法

Ⅲ 翻 訳 書
・ジェニー・ロジャーズ著（藤岡英雄監訳・徳島大学生涯学習研究会訳），
『おとなを教える』，学文社。

Ⅳ、雑誌論文

･伊藤俊夫，「ボランティア活動の促進をいかに図っていくか」，『教職研究』
４月号，教育開発研究所，56-57頁。

･岡本包治，「市民グループに公開講座の委託｣，『社会教育』第52巻第３号，
全日本社会教育連合会,38-41頁。

・岡本包治，「昼休み時間の活用学」,｢Development』第16巻第７号，産能大
学，22-23頁。

V . 編 纂 書 論文

･山本恒夫，「学習の仕方と学習成果の活用法」，群馬県生涯学習センター編
『ボランティア活動をすすめるために』，群馬県生涯学習センター，１-７
頁。
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１ - ｅ 自 己 （ 管 理 的 ） 学 習 論

Ⅳ、雑誌論文

・岡本包治，「学習過程としてのボランティア活動」，『社会教育』第52巻第４
号，全日本社会教育連合会８-１１頁。

､岡本包治，「学ぶ必要性とその喜び」,rDevelopment』第16巻第２号，産能
大学，22-23頁。

、岡本包治，「企業人の自己啓発活動」,｢Development』第16巻第４号，産能
大学，22-23頁。

､岡本包治，「余暇の生かし方」,｢Development』第16巻第６号,産能大学,22
-２３頁。

１ - ９ 学 習 社 会 論

I . 著 書

・立元幸治，『転換期のメディア環境』，福村出版。

Ⅳ、雑誌論文

･池田秀男，「生涯学習社会の形成に高等教育が果たすべき役割一地方教育
行政からの視点を踏まえて-」，『教育委員会月報』平成９年１１月号
（臨時増刊），文部省教育助成局地方課，４-１４頁。

１ - ｈ そ の 他

1 ． 著 書

･野村佐和子，『都道府県レベル生涯学習援助システムへの連絡関数導入の
検討』，筑波大学生涯学習学研究室，１-９６頁。

､山本恒夫，『関係計算の方法』，筑波大学生涯学習学研究室，１-３６頁｡
-
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Ⅳ、雑誌論文

･澤野由紀子，「第２回世界生涯学習会議報告一人間の潜在力への投資のため
のストラテジーを検索｣，『社会教育』第612号,(財)全日本社会教育連
合会,48-50頁。

･野崎俊一，「生涯学習学の最前線を学ぶ」①，『カルチャーエイジ』第29号，
全国民間カルチャー事業協議会，１２-１５頁。

･野崎俊一，「生涯学習学の最前線を学ぶ」②，『カルチャーエイジ』第30号，
全国民間カルチャー事業協議会，28-32頁。

･野崎俊一，「生涯学習学の最前線を学ぶ」③，『カルチャーエイジ』第３１号，
全国民間カルチャー事業協議会，27-29頁。

・山田誠，「社会教育主事講習受講者の問題意識」，『愛媛大学教育学部紀要』
第１部教育科学第４４巻第１号，愛媛大学教育学部，29-43頁。

V . 編纂書論文
､山本恒夫，「家庭・学校･社会の連携と生涯学習支援システム」，国立教育
会館社会教育研修所編『社会教育主事のための生涯学習概論』，国立教
育会館社会教育研修所，23-28頁。

､山本恒夫，「生涯学習社会における社会教育の役割」，国立教育会館社会教
育研修所編『社会教育主事のための生涯学習概論』，国立教育会館社会
教育研修所，９-１６頁。

２ 生 涯 教 育 と 青 少 年 教 育

I . 著 書

・斎藤慶三郎，『社会教育随想』，東洋出版，1-151頁。

Ⅱ 、 編 書

・上杉賢士，田中雅文，『小学生にボランティア・スピリットを育てる』，明
治図書。

・上杉賢士，田中雅文，『中学生にボランティア・スピリットを育てる』，明



生涯教育文献目録１４９

治図書。

Ⅳ、雑誌論文

・伊藤俊夫，「情報化社会に生きる子どもたち」，『社会教育』NQ613,全日本
社会教育連合会,10-12頁。

・伊藤俊夫，「青少年の希望と大人の責任」，『向上』１月号,（財)修養団,３１-
３５頁。

・佐藤晴雄，「どうなっているのか子どもたちの金銭感覚」，『日刊教育ジャー
ナル』，学習研究社，１６-１７頁。

・白木賢信，「青少年の組織キャンプ運営に対するキャンプカウンセラーの
貢献度一役割遂行の観点から-」，『キャンプ研究』第１巻第１号，社団
法人日本キャンプ協会，34-37頁。

・白木賢信，「青少年の野外教育における生活技術習得研究序説」，『教育学
研究集録』第２１集，筑波大学大学院博士課程教育学研究科，79-88頁。

・山本恒夫，「青少年教育施設における学社融合のすすめ方」，『青年の家の
現状と課題」第２５集，全国青年の家協議会，７-１１頁。

Ｖ・編纂書論文

･伊藤俊夫，「学校外活動とその意義」，『郵便友の会における学校外活動の
推進』，（財）日本郵便友の会協会，５-１１頁。

･伊藤俊夫，「学社融合の基本的考え」，『平成８年度研究紀要』，全国少年自
然の家連絡協議会，１-８頁。

･伊藤俊夫，「青少年の生きる力を育てる」，『生涯学習セミナー』，国立夜須
少年自然の家，５-１１頁。

･池田秀男，「イコールパートナーシップひろしま２１の総括｣，『イコールパー
トナーシップひろしま２１．平成８年度文部省委嘱事業報告書』，東広島
市教育委員会，73-77頁。

･斎藤哲邸，「子供の生活能力の実態と今後の課題」，科学研究費補助金基礎
研究(A)報告書『学校週５日制の導入に伴う児童・生徒の生活能力の
向上に関する総合的研究」，学校週５日制の導入に伴う児童・生徒の生
活能力の向上に関する総合的研究会，11-50頁。
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Ⅵ、調査報告

･伊藤学，「現代の若者と青少年施設」，平成８年度家庭教育に関する調査
研究報告書『子どもと若者の居場所～それぞれの拠点から』研究委員座
長久田邦明，東京都教育庁生涯学習部，29-48頁。

､渋谷健治，「子供の自主性とキャンプの効果に関する研究」，『子供の自主
性とキャンプの効果に関する研究』，国立吉備少年自然の家，１-１７頁。

･渋谷健治，「青少年教育施設における体験学習が児童生徒に及ぼす効果に
関する研究」，『青少年教育施設における体験学習が児童生徒に及ぼす効
果に関する研究』，国立吉備少年自然の家，１-４７頁。

３生涯教育と成人教育（婦人教育も含む）

1 . 著 書

･池田秀男，『男女共同参画社会づくりの目指すもの』，（財)広島県女性会議。
･岡本包治，『地域は私たちのステージー新たな前進のために』，全国地域婦
人団体連絡協議会，１-５６頁。

､香川正弘，『老後を豊かに暮らすための中年講座の実験』，財団法人シニア
プラン開発機構，１-５３頁。

Ⅳ、雑誌論文

･浅井経子，「学習率，学習内容，方法・形態別ニーズの変化と学習機会の整
備」，『日本生涯教育学会年報」第１８号，日本生涯教育学会，47-59頁。

･岡本包治，「住民の自主企画『地域づくり事業』」，『社会教育」第５２巻第２
号，全日本社会教育連合会，52-55頁。

・岡本包治，「現代的課題をとりあげた総合講座」，『社会教育』第５２巻第４
号，全日本社会教育連合会，36-39頁。

･岡本包治，「女性県政会議と政治学習」，『社会教育』第５２巻第１０号，全日
本社会教育連合会，70-73頁。

･香川正弘，「中年サラリーマンを対象とした生涯学習のあり方」，『生涯学
習フォーラム」創刊号，紀尾井生涯学習研究会，108-144頁。
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･澤野由紀子，「ユネスコ第５回国際成人教育会議・２１世紀の成人学習を考
える」，全国公民館連合会編『月刊公民館』第485号，第一法規,４２-４３
頁。

･澤野由紀子，「２１世紀を開く『成人学習』，ユネスコ第５回国際成人教育会
議」，『内外教育』第4851号，時事通信社,10-12頁。

･瀬沼克彰，「住民対象の社会参加型余暇活動の人材育成」,rDPジール』９
月号，余暇開発センター，26-31頁。

･瀬沼克彰，「地域リーダーとその活動」,｢DPジール』10月号，余暇開発セ
ンター,35-40頁。

･MasafumiTanaka,!$AdultEducationinJapanfromtheStandpointof
CommunityDevelopment'',ResearchBulletinoftheNationallnstitUtefor
EducationalResearchofJapanNq28,57-75頁。

･藤岡英雄，「公開講座固定受講者の研究(1)『固定受講者層』の形成とその
特性」，『徳島大学大学開放教育実践センター紀要』第８巻，徳島大学大
学開放実践センター，19-37頁。

･藤岡英雄，「潜在的学習関心の発掘と行動化」，『月刊公民館』第４８６号平
成９年１１月号，（社）全国公民館連合会，５-１０頁。

V . 編 纂 書 論 文

･浅井経子，「学習者の特性と学習の継続・発展」，『社会教育主事のための
生涯学習概論」，国立教育会館社会教育研修所，103-113頁。

･浅井経子，「住民の学習と県民カレッジ」，青森県教育委員会『青森県民
カレッジシステムに関する研究開発』，青森県教育委員会，73-80頁。

･池田秀男・葛原生子他，『平成８年度ウィメンズカレッジひろしま報告書』，
広島県立生涯学習センター・安田女子大学，広島県立生涯学習センター。

･池田秀男，「男女共同参画社会の実現をめざして」，『第４４回全国指定都市
地域婦人団体連絡協議会研究集会記録』，全国指定都市地域婦人団体連
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度)，メディア教育開発センター・金沢大学45-60頁。

Ⅵ、調査報告

・白石克己，「通信教育に関するアンケート調査」「修了者の実態調査」’『民
間社会通信教育の実態調査(報告書)』，（社）日本通信教育振興協会'７'一
125頁。
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１１生涯教育と関連教育施設

(生涯教育センター・社会教育センター・公民館・
文化センターなど諸施設論を含む）

Ⅳ、雑誌論文

･浅井経子，「災害対策と公民館」，.『月刊公民館』第481号，全国公民館連合
会，５-１１頁。

･池田秀男，「公民館活動の振興と広報活動」，『月刊公民館」，平成９年１月
号，全国公民館連合会5-10頁。

･伊藤俊夫，「生涯学習がもたらした課題一公民館と受益者負担一」，『月刊
公民館」Nq477,第一法規,6-11頁。

､岡本包治，「公民館分館における地域学習事業」，『社会教育』第５２巻第８
号，全日本社会教育連合会，46-49頁。

･原義彦，「最尤法を導入した公民館経営診断技法」，宮崎大学生涯学習教
育研究センター『生涯学習研究』第２号，11-21頁。

､原義彦，「公民館事業Q&A現代的課題？」，『月刊公民館」第483号,24
-２７頁。

･原義彦，「公民館事業Q&A地域の特色を活用する」，『月刊公民館』第
478号，30-33頁。

･原義彦，「診断における標本照合の方法についての一考察一公民館経営
診断技法を手がかりに一」，宮崎大学生涯学習教育研究センター『生涯
学習研究』第２号，23-31頁。

V . 編 纂 書 論 文

･伊藤俊夫，「生涯学習時代の図書館｣，『関東地区公共図書館協議会研究集
会報告書』，関東地区公共図書館協議会，41-44頁。

･瀬沼克彰，「日本型生涯学習とカルチャーセンター」，全国民間カルチャー
事業協議会編『カルチャー講座の企画編成と経営』,全国民間カルチャー
事業協議会,33-50頁。
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･谷島清郎・佐伯信男ほか，「一大学教育開放センターの利用による一医療
技術者リフレヅシュ教育の試み」，『金沢大学大学教育開放センター紀要』
第１７号，金沢大学大学教育開放センター，１-６頁。

Ⅵ、調査報告

･赤尾勝己，「生涯学習事業における公立・民間学習施設の役割」，「学習者
からみた公立．民間施設の生涯学習事業』，全国文化・学習情報提供機
関ネットワーク協議会，58-64頁。

､浅井経子，「被災経験と公民館の状況｣，『公民館の災害対策に関する調査
研究報告書』，（社）全国公民館連合会，３-９頁。

･遠藤和士．岩槻知也・赤尾勝己，『豊中市生涯学習関連事業調査報告書』，
豊中市教育委員会，１-９８頁。

､香川正弘，「洛西生きがいカレッジ（仮称）の新設｣，『国民年金京都会館
の発展のための将来構想』，京都エミナース，36-53頁。

･瀬沼克彰，「青少年活動拠点施設の調査研究』，とちぎ構造研究機構’’'９
頁。

･高村久夫，高桑康雄他，『視聴覚教育メディア利用推進体制の現状と課題』，
全国視聴覚教育連盟，１-４１頁。

､原義彦，「公民館の災害対策の現状と課題」「避難場所としての可能性」
「公民館の災害対策を規定する要因」，全国公民館連合会『公民館の災害
対策に関する調査研究報告書』,10-19頁,26-29頁,39-43頁。

１２学習情報・相談

Ⅳ、雑誌論文

･赤尾勝己，「米国ウィスコンシン州における生涯学習情報提供システム」，
『関西大学文学論集」第４６巻第４号，関西大学，63-81頁。

･岡本包治，「学習ボランティアによる『学習相談』の研究｣，『社会教育』第
５２巻第１２号，全日本社会教育連合会，44-47頁。

･佐藤晴雄，「教育管理職誌上講座（連載)」，『教職研修』第297号～第304
号，教育開発研究所，４頁。
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.柳田雅明・山本康裕・赤尾勝己，「生涯学習援助型データベースおよび情
報通信ネットワークの研究(2)」，『電気通信普及財団研究調査報告書』，
電気通信普及財団，533-541頁。

１ ３ 人 材 活 用

・岡田和幸・草野勝彦・上條秀元・原義彦，「ボランティア活動への参加
意欲に関する研究一受け入れ側の配慮が及ぼす影響に着目して一」，宮
崎大学生涯学習教育研究センター『生涯学習研究』第２号，33-39頁。

･岡本包治，「住民が学校教育の指導者」，『社会教育』第５２巻第１号，全日
本社会教育連合会，48-51頁。

､白石克己，「学習としてのボランティア活動」，『玉川通信』NQ536,玉川
大学通信教育部，39-41頁。

Ｖ・編纂書論文

､伊藤俊夫，「社会教育主事の研修のもつ意味」，『社会教育主事のための研
修の在り方と研修プログラム試案』，国立社会教育研修所，７-１６頁。

､岡本包治，「『学び』とボランティア活動一学習成果を生かして」，群馬県
生涯学習センター編『ボランティア活動をすすめるために』，群馬県生
涯学習センター，16-24頁。

､澤野由紀子，「ボランティア・パンク活性化の可能性一米国の『学習ボラン
ティア』制度との比較から一」，山本慶裕編「市区町村における生涯学
習ボランティア・バンクの活性化に関する実証的研究』，国立教育研究
所，35-43頁。

Ⅵ、調査報告

･白石克己，「生涯学習とボランティア活動｣，『ボランティア・コーディネー
ターの養成，研修の在り方とプログラム試案｣，国立教育会館社会教育
研修所，３-８頁。
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１４生涯教育と行政施策（答申・報告書等も含む）

I . 著 書

･岡本包治，「出前講座研究会」ほか，『ケースで学ぶ出前講座全１２講』，
全日本社会教育連合会，１-１１９頁。

Ⅳ、雑誌論文

･池木清，「情報処理教育の黎明期における県教委課長の取組｣，『教育関
係資料』Nq2日本橋女学館短期大学1-13頁。

･池木清，「『男女共同参画社会』考｣，『女子教育研究』第20号，日本橋
女学館短期大学，13-24頁。

・岡本包治，「企業の社会貢献活動で開発した学習事業｣，『社会教育』第５２
巻第９号，全日本社会教育連合会,50-53頁。

・岡本包治，「生涯学習ボランティア養成事業と行政の役割・支援」，『新し
い風』Nql3,(財）実務教育研究所,2-3頁。

・岡本包治，「別荘族の住民化を意図する学習事業｣，『社会教育』第52巻第
７号，全日本社会教育連合会，46-49頁。

･斎藤哲斑，「国における生涯学習政策の展望｣，『日本生涯学習教育学会年
報』第18号，日本生涯教育学会，３-２０頁。

･瀬沼克彰，「地方自治体における生涯学習｣，『地方議会人』２月号，全国
町村議会議長会，18-22頁。

・蛭田道春，「『高齢社会に対応する教育の在り方』をめぐって-中教審二
次答申の内容から-」，『学校経営』４２巻８号，第一法規，40-48頁。

Ｖ・編纂書論文

･浅井経子，「一般行政と社会教育行政の連携｣，『社会教育主事のための生
涯学習概論』，国立教育会館社会教育研修所，71-76頁。

･浅井経子，「社会教育行政の意義役割｣，『社会教育主事のための生涯学習
概論』，国立教育会館社会教育研修所,65-70頁。

･伊藤俊夫，「関係法令と行政組織｣，『生涯学習概論』，国立社会教育研修
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所，77-82頁。
･伊藤俊夫，「生涯学習関連施策の動向」，『生涯学習概論』，国立社会教育

研修所，29-34頁。
･岡本包治，「まちづくり出前講座論一住民の地域学習支援事業一」，『生涯

学習まちづくり出前講座資料集（平成９年）』，国立教育会館社会教育
研修所，１-５頁。

､澤野由紀子,"LifelongLearningforlmprovingSchoolEducationinJapan?",
MichaelHattonLifelongLearningPolicies,PracticesandPrograms,APEC
Publication,186-200頁。

､瀬沼克彰，「余暇行政の現状と課題｣，日本レクリエーション協会編『余暇
生活開発の考え方と進め方｣，日本レクリエーション協会，８-２２頁。

Ⅵ、調査報告

･瀬沼克彰，「市政における余暇行政施策の実態｣，日本余暇文化振興会『全
国の市政における余暇関連施策に関する調査研究』，全国余暇行政研究
協議会，２-４７頁。

１５生涯教育の推進事例

Ⅱ 、 編 書

･山口謙，「あっちこつち出前講座の意義と今後の課題」，岡本包治他編
『ケースで学ぶ出前講座全12講』，全日本社会教育連合会，59-64頁。

･山口謙，「梅とウミガメのまち“みなく”は生涯学習のまち」，福留強
編『まちづくり人づくり』，学文社，47-52頁。

Ⅵ、調査報告

･澤野由紀子，「新居浜生涯学習大学一市民スタッフが運営する「市民の学
校」へ向けて」，『全国の市区町村における市民大学等の学習講座に関す
る事例研究』，（財）日本余暇文化振興会，42-51頁。
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V . 編纂書論文

･安心院光義，『生涯学習に立った学社連携（融合）の在り方』，大分県生涯
学習学会

１６諸外国の生涯教育

I . 著 書

･金子忠史，「アメリカの大学入学担当事務局(Admissionoffice)｣,大学進
学研究会『大学進学研究』Vol.XIX-2,NqlO3,関西文理学院,８-１１頁。

Ⅱ 、 編 書

･池田秀男（徐玉珠訳)，「日本的回流教育」，中華民国成人教育学会編
『回流教育』，中華民国成人教育学会，323-340頁。

Ⅳ、雑誌論文

･赤尾勝己，「アメリカの大学システムから日本を見る」，『情況』第２期第
８巻第９号，情況出版,70-79頁。

･出相泰裕，「高等教育におけるリカレント教育機能の受容に関する考察一
イギリス・オーストラリアのケースから-」，『日本社会教育学会紀要』
Nq33,日本社会教育学会,94-101頁。

･澤野由紀子，「生きる力をはぐくむ学習を重視一スウェーデンにおける生
涯学習の基盤づくり-」，『内外教育』第4802号，７-９頁。

・山田礼子，「アメリカの高等教育政策とコミュニティ・カレッジ」，『高等
教育ジャーナル』第２号，北海道大学高等教育機能開発総合センター，
267-282頁。

・山田礼子，「アメリカのプロフェッショナル・スクールにおけるカリキュ
ラムと教授法：職業人対象のビジネス・スクールを事例として」，『生涯
学習研究年報』第３号，北海道大学高等教育機能開発総合センター，１-
１６頁。

・山田礼子,｢AnalysisoftheRoleofConlinuingHigherEducationinthe
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UnitedStates｣,『大学論集』第２６集，広島大学,249-270頁。

Ｖ、編纂書論文

･澤野由紀子，「生涯学習ネットワークの国際的動向」，『生涯学習ネットワー
ク化と学習ボランティア』，平成９年３月，国立教育研究所，７-１７頁。

･澤野由紀子，「生涯学習の効果をめぐる国際的動向と市民大学への変容・
ヨーロッパの場合」，田中雅文編『地域における生涯学習の効果に関す
る理論的・実証的研究』，国立教育研究所,208-225頁。

･澤野由紀子，「諸外国における生涯学習の歴史と動向」，『社会教育主事の
ための生涯学習概論』，国立教育会館社会教育研修所，56-61頁。

Ⅵ、調査報告

･金子忠史，『学校と企業の連携に関する基礎研究一アメリカの中等教育を
中心に-』国立教育研究所，１-７２頁。

､金子忠史，「米国の各分野の社会諸機関の青少年教育事業の概観～４０の機
関を中心に」，特別研究『学校と地域社会との連携に関する国際比較研
究』中間資料集（Ⅱ），国立教育研究所，45-53頁。

１ ７ そ の 他

I . 著 書
･根木昭（枝川明敬・垣内恵美子・笹井宏益)，『文化会館通論』，晃洋書
房，1-238頁。

､野口正路，『悲歌（エレジー）ニッポニア・ニッポン』，土曜美術社出版
販売，１-９６頁。

､堀井啓幸，『教育環境論序説一現代教育の探究一』，教育出版，1-205頁。

Ⅱ 、 編 書

･末田紘，「これからの社会とフィランソロピ一」，斎藤清三編著『生涯
学習論の新展開』，大学教育出版,161-206頁。
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Ⅳ．雑誌論文

･赤尾勝己，「生涯学習時代における同和啓発に関する一考察」，『部落解放
研究』第114号，（財）部落解放研究所，63-73頁。

･根木昭（垣内美恵子・枝川明敬)，「英国における芸術支援政策の変遷と
ロイヤルオペラハウスの将来戦略」，『文化経済学会く日本〉論文集』第
３号，文化経済学会く日本〉，79-83頁。

･根木昭（岸本雅敏），「遺蹟の公園化と博物館の広域化及びそのまちづ
くりにおける意義」，『長岡技術科学大学研究報告』第１９号，長岡技術
科学大学,105-113頁。

･根木昭，「芸術政策の流れ(1)(2)(3)」，『新潟県教育月報』平成９年4～６
月号，新潟県教育委員会，22-24頁，50-52頁，20-22頁。

･根木昭（枝川明敬・垣内恵美子），「芸術政策の構造的枠組の変遷」，
『文化経済学会く日本〉論文集』第３号，文化経済学会く日本〉，１０３-
107頁◎

･根木昭（根木修），「新田と用水路に成立した魚類を中心とする小生態
系と現代の農業用水路の改修によるその破壊と再生｣，『長岡技術科学大
学研究報告』第１９号，長岡技術科学大学，141-150頁。

･根木昭，「総合文化政策の必要性｣，『芸術情報プラザニュースレター』
第５号，（社）全国公立文化施設協会，８-９頁。

･根木昭，「地方公共団体の文化政策の理念と政策展開の方向」，『文化経
済学会年次大会予稿集1997』，文化経済学会く日本〉，118-121頁ｏ

･根木昭，「長岡技術科学大学の英語によるプログラム」，『留学生交流』
Vol.9Nqll,ぎようせい,22-25頁。

･根木昭，「美術館の活性化についての提言｣，『文化庁月報』NQ342,ぎよ
うせい，８頁。

･根木昭（垣内恵美子)，「文化事業に関する住民意識調査一長浜市の例｣，
『文化経済学会年次大会予稿集1997』，文化経済学会〈日本〉，９４-９５
頁。

･根木昭，「文化施設立地の類型とその都市景観形成における意義」，『文
化経済学会年次大会予稿集1997』，文化経済学会く日本>,150-153頁。
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､ブストス・ナサリオ，「『流通モデル」による生涯学習機会提供システム」，
九州共立大学・九州女子大学・九州女子短期大学『生涯学習研究センター
紀要』第２号，九州共立大学・九州女子大学．九州女子短期大学生涯学
習研究センター，27-35頁。

Ｖ，編纂書論文

･浅井経子，「社会教育主事研修プログラムの現状と課題」，『社会教育主事
のための研修の在り方と研修プログラム試案』，国立教育会館社会教育
研修所，22-32頁。

･末田紘，「企業の経営戦略と社会的責任一生涯学習の展開における一考
察一」，中国四国教育学会編『教育学研究紀要』第43巻第１部，中国四
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